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【利用上の注意】   

（1）表章記号の規約  

計数のない場合  

統計項目のあり得ない場合  

計数不明又は計数を表草することが不適当な場合  

表章単位の2分の1未満の場合  

減少数（率）の場合  

（2）この概況に掲載の数値は四捨五入しているため、内訳の合計が「総数」に合わない場合   

がある。   

（3）「世帯」に関する事項において、年次推移に係る昭和60年以前の数値は「厚生行政基礎   

調査（厚生省大臣官房統計情報部）」による。   

（4）平成7年は、阪神・淡路大震災の影響により、兵庫県については調査を実施しておらず、   

数値は兵庫県分を除いたものとなっている。   



調 査 の 概 要  

1 調査の目的  

この調査は、保健、医療、福祉、年金、所得等匝Ⅰ民生活の基礎的事項を調査し、厚生労働   

行山女の企画及び運営に必要な濃礎資料を得ることを目的とするものであり、昭和61年を初年   

として3年ごとに大規模な調査を実施し、中間の各年は小規模な調査を実施することとして   

いる。  

平成19年は、第8ト＝＝乃大規模調査を実施した 

2 調査の対象及び客体  

全国の世帯及び世帯員を対象とし、世帯票及び健康票については、平成17年国勢調査区か   

ら層化無作為抽出した5，440地区内のすべての世帯及び世帯員を、介護票については、同地   

区から無作為に抽出した2，500地区内の要介護者・要支援者を、所得票及び貯蓄票について   

は、前記の5，4∠tO地区に設定された単位区から無作為に抽山した2，000単′位区内のすべての世   

帯及び世帯員を客体とした 

（注：「単位区」とは、推計精度の向L、調査員の負担平準化等を図るため、一つの国勢調  

査区を地理的に分割したものである。、）   

3 調査の実施日  

世帯票・健康票・介護票  平成19年6月71］（木）  

平成19年7月12L」（木）  所得票・貯蓄票   

4 調査の事項  

世帯票  単独世帯の状況、5月中の家計支H総額、世帯主との続柄、性、出生  

年月、配偶者の有無、医療保険の加入状況、公的年金・恩給の受給状況、  
公的年金の加入状況、乳幼児の保育状況、就業状況等  

自覚症状、通院、日常生活への畏；響、健康意識、悩みやストレスの状況、  

こころの状態、健康診断等♂〕受診状況等  

介護が必要な者▲の惟別と出生年刊、要介護度の状況、介護が必要となっ  

た原因、屏宅サー ビスの利川状況、i二に介護する者の介護時間、家族等  
と事業者による主二な介護内容等  

所得の種甑別金灘、所得税等の額、生活意識の状況等  

貯蓄現在高、借入令残高等  

所得票  

貯蓄票  

5 調査の方法  

世帯票、健康票、介護票及び貯蓄票につい ては、あらかじめ調査員が配布した調査票に世   

帯iiが［‘すら【三▲己入し、後‖、調査員が回収するノノ法により行った。ただし、健康票、貯蓄票に   

ついては、密思川寺川叉するノ／法により子」二った√  

所得票に／⊃いては、調査員が世帯を訪問し、面接聞き取りの仁、調杏票に記入するノノ法に   

より行った 

1－   



6 調査の系統   

・世帯票・健康票・介護票  

厚生労働省 一 都道府県  指導員  保健所  

」保健所設置市 
特  別  区  

」  

・所得票・貯蓄票  

厚生労働省 一 都道府＝県  

L市．  
福祉事務所  指導員 一 調査員  世帯  

特別区及び福祉  

事務所を設置する町村  

7 結果の集計及び集計客体  

結果の集計は、厚生労働省大臣官房統計情報部において行った。  

なお、調査客体数、回収客体数及び集計客体数は次のとおりであった。  

調 査 客 体 数   回 収 客 体 数  集計客体数  

（集計不能のも♂）をl坑ミいた数）   

世帯票・健康票   287，807世帯   230，596世帯   229，821世帯   

所得票・貯蓄票   36，285世帯   24，578世帯   23，513世帯   

介護票   6，165人   5，745人   5，495人   
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結 果 の 概 要   

Ⅰ 世帯数と世帯人員数の状況   

1 世帯構造及び世帯類型の状況  

平成19年6月7日現在における我が国の世帯総数は4802万7千世帯となっている。   

世帯構造別にみると、「夫婦と未婚の子のみの世帯」が1502万3千世帯（全世帯の31．3％）  

で最も多く、次いで「単独世帯」1198万5千世帯（同25．0％）、「夫婦のみの世帯」1063万■8千  

世帯（同22．1％）の順となっている。   

世帯類型別にみると、「高齢者世帯」は900万7千世帯（全世帯の18．8％）、「母子世帯」は  

71万7千世帯（同1．5％）となっている。（表1、図1）  

表1世帯構造別、世帯類型別にみた世帯数及び平均世帯人員の年次推移  
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2 65歳以上の者のいる世帯の状況  

65歳以上の者のいる世帯は1925万9千世帯（全世帯の40．1％）となっている。   

世帯構造別にみると、「夫婦のみの世帯」が573万3千世帯（65歳以上の者のいる世帯の  

29．8％）で最も多く、次いで「単独世帯」432万5千世帯（同22．5％）、「三世代世帯」352万  

5千世帯（同18．3％）の順となっている。（表2、図2）  

表2 世帯構造別にみた65歳以上の者のいる世帯数及び構成割合の年次推移  
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注：平成7年の数伯は、兵庫県を除いたものである。  

図2 世帯構造別にみた65歳以上の者のいる世帯数の構成割合の年次推移  
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65歳以上の者のいる世帯のうち、高齢者世辟を世帯構造別にみると、「夫婦のみの世帯」  

が439力▲1干世帯（高齢者世帯の48．7％）、「単独世帯」が432万5千世帯（同48．0％）となっ  

ている。（表：う、図3）   

「単独世帯」を性別に年齢階級の構成割合をみると、男は「65～69歳」が32．9％、女は  

「75～79歳」が2‘4．4（～′もと多くなっている。（［受14）  

表3 世帯構造別にみた高齢者世′浩数及び構成割合の年次推移  
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3 児童のいる世帯の状況  

児童のいる世帯は1249万5千世帯（全世帯の26．0％）となっており、世帯構造別にみると、  

「夫婦と未婚の子のみの世帯」864万6千世帯（児童のいる世帯の69．2％）が最も多く、次い  

で「三世代世帯」249万4千世帯（同20．0％）となっている。（表4）   

児童のいる世帯の母の仕事の有無をみると、「仕事あり」は59．4％となっている。末子の年  

齢階級別にみると、末子の年齢が高くなるにしたがって、 「仕事あり」の割合は高くなって  

いる。（図5）  

表4 世帯構造別にみた児童のいる世帯数及び平均児童数の年次推移  

児前のいる 世 帯 の 平均児童数  
全世帯に  
占める割合   
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のア・のみ〝）  
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図5 児童のいる世帯における末子の年齢階級、母の仕事の有無、勤め（勤め先での呼称）か  

自営か別構成割合  平成19年  
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什事ありの種の一「1の、ド均就業時間を末子の年齢階級別にみると、いずれも8時間未満が  

5割以上を占めており、未了・が0歳の場合は7割を超えているく〕（図6）  

図6 未了一の年齢階級別にみた母の一口の平均就業時間階級別構成苦り合  

平成19年  
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Ⅱ 各種世帯の所得等の状況  

「平成19年調査」の所得とは、平成18年1月1日から12月31日までの1年間の所得である。   

1 年次別の所得の状況  

平成18年の全世帯の1世帯当たり平均所得金額は 566万8千円となっており、前年と比較   

すると0．5％の増加となっている。また、高齢者世帯の1世帯当たり平均所得金額は 306万3   

千円、児童のいる世帯の1世帯当たり平均所得金額は 701方2千円となっている。（表5）  

表5 1世帯当たり平均所得金額の年次推移  

平成  

9年  10   12   13   14   15   16   17   18   

全世帯の1世帯当たり  

平均所得金額（万円）  
657．7 655，2 626．0 616．9 602．0 589．3 579．7 580．4 563．8 566．8  

対前年増力‖率（％）   △ 0．5 △ 0．4 △ 4．5 △1．5 △ 2．4 △ 2．1△1．6   0．1 △2．9   0．5   

高齢者世帯の1世帯当たり  

平均所得金額（方円）  
323．1 335．5  328．9  319．5  304．6 304．6 290．9 296．1 301．9  306．3  

対前年増加率（％，）   2．2   3．8 △ 2．0 △ 2．9 △ 4．7   0．0 △ 4．5  1．8   2．0  1．5   

児童のいる世帯の1世帯  
当たり平均所得金額（ガ円）  767．1 747．4  721．4  725．8  727．2  702．7  702．6  714．9  718．0  701．2  

対前年増加率（％）   △1．9 △ 2．6 △ 3．5  0．6   0．2 △ 3，4 △ 0．0 1．8   0．4 △ 2．3  

所得金額階級別世帯数の分布をみると、「300～400万円未満」が13．2％、「200～300万円  

未満」が12．9％と多くなっている。   

中央値は 451万円であり、所得金額が世帯全体の平均額（566万8千円）より低い世帯の割  
合は 61．2％となっている。（図7）  

図7 所得金額階級別世帯数の相対度数分布  
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2 五分位階級別の所得の状況  

所得五分位階級別に所得金額をみると、最も低い第一階級は214万円以F（1世帯当たり   

平均所得金額129ガH）、第Ⅲ階級は214～365万円（同289ガ8千円）、第Ⅲ階級は365～554万   

円（同455ガ1千Ilj）、第Ⅳ階級は55⊥4～8：i8万「1j（同682ノノ3千H）、第V階級は838カー「1］以上（卜れ277   

万8千円）となっている。（図8）  

各五分位階級の1世′借、一1たり平均所得金額をみると、第Ⅲ階級では前年に比べて減少して   

いるが、第Ⅳ、第Ⅴ階級では増加している〔（表6）  

図8 所得金額別にみた世帯数の相対累積度数分布及び所得五分位階級別分位値  

平成19年調査  

榊）却＝ 洲l川）州 … 7川）八川＝j川）l川椚11川）1州）1川）川）＝11り〔一  方「り  

所  得  金  額  

表6 所得′l二分位階級別にみた1世帯、11たり平均所得金額の年次推移  

（中位：方円）  

所得五分位    、円茂9隼   

階  級  
12   13   ‖   15   17   18   

総  数  657．7  （う55．2   626．0  616．9  6（）2．0   5ト且：う   579．7   5日O．′1  563．8   566．8   

第  】   ト1（う．〔） 15：う．H  l′11．リ  136．5  135．0  1：Z6．9  1：うl．′4  1：Z3．9  129．O  129．（）   

第 II   こう川．R  ：う音1．（）  3：三0．り  ：う16．（） ：う1〔〉．1  こうりこう∴1  ニi（）5．1  291．7   289．R   289．8   

第  Il】  5：う8．5   5∴′15．H   5（）7．1 197．1 186．1  ′177．6  17日．1 165．8  159．5   ′155．1   

昔‡ Ⅰ＼′■   792．7   7ト；2．2   755．（）  7■1：う∴う   72H．R   716．3   710．5   725．′1  679．7   682．3   

第  、′  1′川t〕．8 l′′1ニう～）．5 1′1（）5．7 1ニうリ1．2 1：シ19．9 ユ ニう2：Z．n l二三72．〔）1：Z95．11261．′11277．8   
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3 世帯主の年齢階級別の所得の状況  

世帯主の年齢階級別に1世帯当たり平均所得金額をみると、「50～59歳」が 760万7千円で  

最も高く、次いで「40～49歳」、「30～39歳」の順となっており、最も低いのは「29歳以下」  

の 317万2千円となっている。   

同様に世帯人員1人当たり平均所得金額をみると、「50～59歳」が 250万2千円で最も高く、  

最も低いのは「29歳以下」の166万2千円となっている。（表7、図9）  

表7 世帯主の年齢階級別にみた1世帯当たり一世帯人員1人当たり平均所得金額  

（単位：万円）  平成19年調査  

（再掲）  
総   

数  29歳以F  30～39歳  40～49  50′＼′59  60～69  70歳以上   65歳以上   
1世帯当たり  

平均所得金額   566．8   317．2   555．4   704．9   760．7   544．0   408．8  432．0   

世帯人員1人当たり  

平均所得金額   207．1  166．2  181．4   202．3   250．2   214．6  181．5  186．7   

注：年齢階級の「総数」には、年齢不詳を含む  

図9 世帯主の年齢階級別にみた1世帯当たり一世帯人員1人当たり平均所得金額  

平成19年調査  

29歳以下 30～39歳 40～49  50～59  60～69 70歳以上 65歳以上  

（再掲）  
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4 特定の世帯別の所得の状況   

特定の世帯について、所得金額階級別に世帯数の分布をみると、250万円未満が「母子世  

借」では60．81％、「高齢者世帯」では 50．7％となっている〔）   

世帯人員1人、」うたりでみると、「高齢者世帯」では195万5干円、「母イー世帯」では  

87万6千Hとなっている。（表8）  

表8 所得金額階級別世帯数の相対度数分布  

平成19年調査   

高齢者世帯  児童のいる世帯  母 子 世 帯  

所得金額階級  

塁樟＝う）ごヰ1「■「力㌧率  呈′け狛’1分率l汗 三才ヰ  累桔仁’1■分率 卜1 分ヰi  

「 ）  （））  （ ）  （ ）  （，） （（）（，）   

総  数   100．0   100．0   100．0   

50 力▲「1」ネこ満   ∠1．0  ノ4．0   0．1  0．1   1．8  1．8   

50～100方円木浦  15．3  11∴う   0．9  0．7  11．7  10．0   

＝）0ヘノ150   27．8  12．5   2．8  1．9  ：ミ2．1  20．4   

150へノ 200   39．2  11．1   4．9  2．1  46．3  14．1   

2：00′＼′ 250   50．7  11．5   8．9  4．0  60．8  1∫4．6   

2：50′、 300   60．9  10．2   12．3  3．5  71．6  10．8   

3．00へノ 350   70．9  10．0   18．0  5．6  82．7  11．1   

3．50′一㌧ 400   78．8  7．8   23∴う  5．‘4  88．2  5．5   

400′＼／450   84．1  5．4   29．1  5．8  92．2  4．0   

450へノ 500   87．8  3．7   34．9  5．7  95．3  3．1   

500～ 600   92．2  4．4   17．0  12．1  97．8  2．5   

600〈－ 700   94．9  2．6   58．7  11．8  99．6  1．8   

700へノ 800   96．2  1∴i   68．4  9．7  99．8  0．2   

800～ 900   97．1  0．8   76．1  7．7  99．8   

900′、1000   97．7  0．6   82．6  6．5  99．8   

1000 力‾ 円 以 上  100．0  2．3  100．0  17．4  100．0  0．2   

1世帯？±：∃たり  
：う06．3   701．2   236．7   

平均所得金額（〃門）  

世帯人員1人ゝL与たり  

平均所得金額（万円）   
195．5   16∠4．6   87．6   

中央伯（力‾円）   244   616   206   
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所得の種類別1世帯当たり平均所得金額の構成割合をみると、全世帯では「稼働所得」が  

76．7％、「公的年金・恩給」が17．3％であるが、高齢者世帯では「公的年金・恩給」が 68．4  

％、「稼働所得」が18．4％となっている。（表9）   
公的年金・恩給を受給している高齢者世帯のなかで「公的年金・恩給の総所得に占める割  

合が100％の世帯」は 61．5％となっている。（図10）  

表9 所得の種類別1世帯当たり平均所得金額及び構成割合  

平成19年調査  

仕送り・  

公的年金・  
年金以外の   

総所得  稼働所得   恩  
給   

財産所得   社会保障    企業年金 
給付金  

1世帯当たり平均所得金額（単位：万円）  

全世帯  566．8  434．8  98．2  18．1  3．4  12．2   

高齢者世帯   306．3  56．2  209．4  23．0  2．5  15．2   

児童のいる世帯   701．2  643．0  33．2  13．8  4．9  6．3   

母子世帯   236．7  185．8  10．9  1．1  27．6  11．2   

1世帯当たり平均所得金額の構成割合（単位：％）  

全世帯  100．0  76．7  17．3  3．2  0．6  2．2   

高齢者世帯   100．0  18．4  68．4  7．5  0．8  5．0   

児童のいる世帯   100．0  91．7  4．7  2．0  0．7  0．9   

母子世帯   100．0  78．5  4．6  0．5  11．7  4．7   

図10 公的年金・恩給を受給している高齢者世帯における公的年金・恩給の  

総所得に占める割合別世帯数の構成割合  

平成19年調査  

－12一  
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5 貯蓄、借入金の状況  

貯蓄の状況をみると、貯蓄のある世帯は87．1％で、全世帯の1世帯当たり平均貯蓄額は1143  

カHとなっている。，世帯主の年齢階級別にみると「貯蓄がある」は「40～49歳」が 89．1％と  

最も高く、「29歳以下」は 79．7％と最む低くなっている。   

借入金の状況をみると、借入金のある世帯は こう0．7（冥）で、全世帯の1世帯、うたり、ド均借入余  

額は 423ガ8千「1］とな／つている。世帯主三の年齢階級別にみると、「借入金がある」は「40～49歳」  

が 53．9％と最も高く、1世帯当たり平均借入金額は 872フブ4千円となっている。（表10）  

表10 世′昔主の隼齢階級別にみた貯蓄額階級別・借入金額階級別世帯数の構成割合  

（申イ毒二：（舛，）  平成19年  

総 数29臥トニう9歳…9～5960～6970歳以上 
貯蓄額階級  

数   100．0  100．0  100．0  100．O  100．O  100．O  100．0  100．0   
貯 蓄  が な い   10．2  18∴∋  9．3  8．3  9．4  9．6  11∴4  11．2   

貯 蓄 が あ る   87．1  79．7  88．9  89．1  88．6  87．7  84．9  85．4   

50 万 円 来満   6．1  22．9  6．6  ∫1．3  4．4  4．9  5．9  5．6   

50～100万円木浦   3．H  lO∴う  5．R  ：う．9  2．7  2．8  3．3  3．0   

100へノ 200   7．6  15．7  12．0  7．2  6．1  5．7  7．0  6．8   

200一、－ 300   5．9  8．5  10．0  6．0  4．7  1．7  5．′1  5．2   

：う00～ 400   h3  4．7  9．9  7．1  5．2  5．∠1  5．9  5．B   

′100～ 50（）   こう．7  こう．2  5，7  ′1．7  3∴4  3．（）  3．1  ：う．2   

500～ 700   9∴う  1，0  10．R  ll．3  9．9  8．3  8．8  8．9   

700へ）100（J   7．5  2∴1  8．9  10．0  ト；．1  7．1  6．0  6∴う   

10（〕0へ」500   （）∴う  1．1  7．2  10．6  11．2  9．7  9．2  9．2   

1500′㌧2000   1．9  〔）．7  3．0  1．9  5．6  6．5  ′1．9  5．3   

2000一－：う0〔）0   6．5  0∴う  2．0  5．8  8．2  8．7  7．0  7．ご′1   

：う000万円以上   9．0  し）．5  l．2  ′1．H  lO．7  1／1．1  10．9  11．4   

貯蓄あり額不詳   7∴i  5∴う  6．O  R．0  軋3  6．8  7．6  7∴′1   

不  詳   2．h  2．0  1．8  2．5  2．0  2．7  3．7  3．′1   

1ttt帯ゝ1たり平均  
1‖3．0  1日l∴1  515．9   日R6．5 1：う27．2 1539．0 1295．6 13ニミ4．4   

貯蓄細（ガIIj）  

情人金額階級  

数   1（10．〔）   10什（）   100，（二）  川0．0  100．0  100．0  100．0  100．0   

借入金が な い   6ニう．8  79．0  5ノ′1．（二）   ‘11．9  51．9  72．1  日O．3  78．2   

竹入 金 が あ る   ニiO，7  17．0  12．9  53．9  ∫′1：う．H  22∴1  11．こう  1／1．1   

50 力▲llj 未満   1．1  2∴う  1∴1  0．8  l．3  1．1  0．7  （）．8   

50へノ100ガ「Ij未満   1．5  2．2  2．2  l．5  1．7  L4  0．8  1．1   

10∩′一） 2（）0   2．8  ：う．0  2．7  3．0  1．2  2．9  1．6  1．9   

2（〕0へノ 300   2．1  2，0  2．1  1．7  ∫ノ1．0  1．9  1．2  1.:111 

300へノ 400   1．7  0．3  1．1  1．7  3．3  1．5  1．0  1．1   

40（巨） 500   1．1  0．5  0．6  1．5  1．9  1．2  0．5  0．7   

50（巨） 700   2．2  0∴う  1．5  ：ミ∴1  1．2  1．9  0．9  1．2   

70（）′、100（）   2∴1  0．5  こ三．1  ′1．5  3．5  2．1  1．0  1．3   

10（）n（）1500   ：う．9  1．5  5．0  7．5  6．2  2∴1  1．0  1．4   

1500～2000   ：う．1  1．5  5．9  7．2  3．5  1．7  （）．6  0．8   

20（）0′‾－300（二）   5．（）  2．0  12．ノ1  11∴1  5．2  2．0  0．6  0．9   

：川0（）万一l］以卜   こう．0  （）．9  5．0  7∴1  ：う．5  1．6  0．H  l，0   

情入金あ町鯨不詳   1．0  0．1  1．1  2．2  1．3  0．5  0．5  0．5   

イニ  l洋   5，4  ′1．0  ：う．0  4．2  4．4  5．5  8∴1  7．7   

1世帯、11たり平均  
′12こう．8  卜1（〕∴う   71日．3   872∴1  5′1：う．2  ：259．1   120．6  150∴う   

倍人金額（万「1ヨ）  

rL l） 総放 ∴ごL、て川」iiイ＼】トン1上  
ご） 車ル糾明け 川．′′⊥1さ′′／、、た三1、ノト：い什ゝL／1－て√・1JニイLf，1‡川Llミニ1ノー∴吊   

：；）【】1－㌍け、世帯（ノ明∴廿ハ吉★裾ノい′ネノりLJ川うさし、相月朽j（酔余 し偵1モ）、保陳サ、イl価証左、÷り他）∴＝皿川．ーし∴二いナ‖、  

－▲1：ミー   



6 生活意識の状況  

生活意識別世帯数の構成割合をみると、「苦しい」（「大変苦しい」と「やや苦しい」）が 57．2  

％、「普通」が 37．7％となっている。   

年次推移をみると、「苦しい」と答えた世帯の割合は、近年、増加している。（図11）  

図11生活意識別世帯数の構成割合の年次推移  

0％   10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 10（）％  

特定の世帯の生活意識別世帯数の構成割合をみると、「苦しい」と答えた世帯の割合は、  

「母子世帯」で85．1％と最も高くなっている。（図12）  

図12 全世帯及び特定の世帯別にみた生活意識別世帯数の構成割合  

仝  川二  帯  

r」齢 音 川二 帯  

リい托レ）いろ世帯  

＝． r▲ ltI二 JIJ  

什～ら  1椚）  
2（）‖（｝  ：川‖｛）  lぐ）0ら  5（）r■（  （用〔†ら  7（）（モf  HOりら  リOl亀  lり（川｝  

注：回折用人していろ／1机、l人用いノ）合計が合わ古い場合がふ亮  
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Ⅲ 世帯員の健康状況  

1 自覚症状の状況  

病気やけが等でl－i覚症状のある甘（有訴者）は人［1千人当たり327．6人（この割合を「有   

訴者率」 という。）とな／）ている  

有訴者率（人「」千対）を性別にみると、男2㈹．6、女：う6ニう．2で女が高くなっている。  

隼齢階級別にみると、「5～14歳」〔7）206．6が最も低く、年齢階級が高くなるに従ってト昇   

し、「75へ牒・1歳【では5′11．8となっている。（表‖）  

症状別にみると、男では「腰痛」での有訴者率が最む高く、次いで「肩こり」、「せきやた   
んが山る」の川f享、 女では「肩二り」が最も高く、次いで「腰痛」「J二足の関節が痛む」（7）順   

となっている、（図1：う）  

表11什・年齢階級別にみた有訴者率（人rl千村）  

平成19隼   平成16年  

年齢階級  
総 数t  男 女   総 数l 男 女   

総  数   ：う27．6  289．6  363．2   ：う17．1  281．ご′1  350．5   

0～ 4歳   271．5  277．9  264．8   267．4  277．3  257．1   

5 へ／ト4   206．6  215．9  1（）6．9   201．2  206．8  195．3   

15 ′一し 2：一二i   207．2  177．4  2こう7．9   203．4  171∴′1  2：う6．1   

25 ′、 こ二；‘′4   25ノ′1．9  207∴ミ  ニう01．0   2′′i6．0  201．0  289．1   

35 ～ 斗4   286．1  242．0  ニう28．5   272．8  235．6  308．7   

45 ′一－ 54   ：う10．4  259．2  360．0   30‘′4．2  262．0  345．6   

55 へノ 64   369．6  ：う29．4  408．1   367．3  3：う0．7  401．9   

65 へノ174   16ニう∴う   131．0  192∴う   162．1  427．0  ∠193．1   

75 ～ と；4   541．8  513．5  5（う2．3   537．1  51ご4．0  552．9   

85歳以上  526．0  531．6  52：う．4   529．4  5：う8．4  525．こう  

（再掲）  

65歳以仁  496．1  464．8  520．6   493．1   J161．3  517．4   

70歳以上   520．▲4  49‘′4∴4  5ニう9．5   518．0  489．7  538．0   

75歳以上   538．2  516．8  552．3   5：う5∴1  518．2  546．3   
け：1）作調肴二ごtノ、㍍昔沃仁王左い′バ、分＝ヒ左ゾ州け㌣U寸鉄に＝人ドノL三首／‡了「′㌻rJ．  

ざ）絞れ∴∫ヒ、冊＝、．汗ノー′／キJ．  

図1：弓 性別にみた有訴首率の上位5症状（複数回答）   
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2 通院者の状況  

傷病で通院している者（通院者）は人口千人当たり333．7人（この割合を「通院者率」と  

いう。）となっている。   

通院者率（人口千対）を性別にみると、男311．3、女354．7で女が高くなっている。   

年齢階級別にみると、「15～24歳」の119，5が最も低く、年齢階級が高くなるに従って上昇  

し、「75～84歳」で692．6となっている。（表12）   

傷病別にみると、男女とも「高血圧症」での通院者率が最も高くなっている。（図14）  

表12 性・年齢階級別にみた通院者率（人「1千対）  

年齢階級   
平成19年   平成16年  

総 数l男 】 女   総 数l男 女   

総  数   333．7  311．3  354．7   325．4  302．7  346．7   
0～ 4歳   172．1   182．7  160．9   183．0  202．1   163．0   
5 ′、14   170．6  184．3  156．3   179．9   191．7  167，6   

15 ～ 24   119．5  107．8  131．6   123．0  107．4  139．0   
25 ヘノ 34   168．3   134．8  200．7   170．7  134．7  205．2   
35 ′、 44   213．3  192．8  233．1   206．7  189．4  223．4   
45 ～ 54   307．3  287．8  326．2   303．0  287．6  318．0   
55 ′－）64   449．7  431．4  467．3   448．5  430．6  465．4   
65 ヘノ 74   608．8  598．9  617．7   612．0  595．8  626．3   
75 ～ 84   692．6  684．4  698．4   688．3  685．0  690．5   
85歳以上  617．3  638．3  607．7   618．3  635．4  610．5  

（再掲）  

65歳以上  638．0  629．4  644．7   637．9  626．2  646．9   
70歳以上   665．7  662．0  668．4   666．3  658．5  671．9   
75歳以上   675．4  676．1   674．9   673．3  676．5  671．3   

往l）通l㍍者には人l；ン‘こ者卜土了キまないが、分付となる11ト岩＝人H数にF土人l；ン‘こ首を言む   
2）「総数」には、隼齢イく．洋を合む）  

図14 性別にみた通院者率の上位5傷病（複数回答）  
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3 日常生活への影響  

6歳以上の者（入院者は除く。）について、健康上の問題で日常生活への影響がある者は   

人口千人当たり106．7人（この割合を「日常生活に影響のある者率」という。）となっている。  

日常生活に影響のある者率（6歳以ヒ人口千対）を性別にみると、男95．6、女117．0とな   

っている。  

影響の内容をみると、「仕事・家事・学業」46．0、「日常生活動作」ニi7．2、「運動」33．9、「外   

出」33．7とな／⊃ており、男女ともに「仕事・家事・学業」が最も高くなっている。（表13）   

表13 性・年齢階級別にみた日常生活への影響がある者（複数回答）率（6歳以上人口千対）  
、l｛成19年   

口常′t二倍  

への影響  

がある者  

性  
年齢階級  運 動  その他  

総  数   
6 ～14歳   

15／、 24   

25 ′、 34   

35 ′一－ 44   

45 ～ 54   

55 ～ 64   
65 ′、 74   

75 ～ 84   
85歳以上  

（再 掲）   

65歳以上   

70歳以上   

75歳以上   

男   
6～14歳   

15 ′一、一 24   

25 ′、、－ 34   

35 ヘノ 44   

45 ′、－ 54   

55 ～ 64   

65／、 74   

75 ～ 84   

85歳以上  

（再 掲）   

65歳以上   

70歳以上   

75歳以上   

女   
6 へ1′1歳   

15 ′、 2∠4   

25 ′、〉 34   

：う5 へノ 44   

45 一－ 5／壬   

55 一＼－ 64   

65 ′＼－ 7′1   

75 ′＼）84   

85歳以上  

（再 掲）   

65歳以上   

70歳以卜  

33．7  ′16．0   

4．3  11．0   

6．9  18．7  

12．0  29．8  

13．0  36．7  

16．5  47．1  

25．9  49．2   

56．3  63．1  

133．3  107．1  

213．0  128．4   

98．0  84．5  

121．7  97．2  

151．5  112．0   

26．0  36．2   

5．2  11．6   

5．9  14．9   

8．1  22．1   

9．3  30．5  

12．1  38．1   

21．7  44．5   

52．1  51．1  

112．9  79．8  

190．7  104．2  

81．6  64．2  

101．5  72．9  

127．0  84．2  

∠10．8  55．2   

3．4  10．4   

7．9  22．6  

15．8  37．3  

16．6  42．6   

20．7  55．ボ   

ニー0．n  53．7   

60．1  73．9  

1′1日．0  126．9  

22こう．2  i39．5   
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4 健康状態  

6歳以上の者（入院者は除く0）について、自覚症状の有無、通院の有無、日常生活影響  

の有無による健康状態の構成割合を性別にみると、「自覚症状・通院・生活影響ともなし」  

の者は男49・6％、女42・1％となっており、「自覚症状・通院・ 生活影響ともあり」の者は男  

6■7％、女8．6％となっている。（表14、図15）  

表14 性別にみた健康状態の構成割合（6歳以上）  
（単位：％）  平成19年   

自覚症状・通院・   自覚症状・通院・   自覚症状・通院・  

性   総  数          生活影響ともなし   生活影響いずれ  生活影響ともあり   

かあり  
総 数   100・0  45．7  35．5  7．7   

男   100・0  49．6  33．2  6．7   

女   100・0  42．1  37．6  8．6   

注：1）入院者主夫含主ない 

2）「総数」には、健樋状態イこ．ifを含む。  

図15 性・年齢階級別にみた健康状態の構成割合  

平成19年  

総  数  

6～11歳  

15～21  

25～34  

：う5へ一∠14  

45′、－5′1  

55′、6ノ1  

65一＼一7′i  

75へヰ‖  

85歳以．仁  

（再掲）  

65歳以仁  

70歳以上  

75歳以l二   

100％  HOqど，  600f，  ′10％  20？も  0ワん  0％  20ワも  40％  60切；  80％  100？f，  

自覚症状・  
E＝コ 通院・生活  

影響ともなし  

自覚症状・通院  
国1三活影響いずれ  

かあり  

自覚症状・  
－ 通院・生活 監歪】イこ詳  

影響ともあり   
ナi三：入院者は含まない。  
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5 健康意識  

6歳以トハ者（人ド）一こ者は除くノ）について、健康意識の構成割合をみると、自分の健康を  

「よいと一思／つていろ勘（「よい」と「まあ上い」をあわせた者）はこう5．9（）ムとな／つており、「ふ  

つう」4ふ3（さ′；〕、「あ去りょくない」11．2（ヱ′ム、「ょくないjl．8（シムとな／）ている⊂、   

r′†分の健康を jょいと想っている甘」を性別にみると、臥う7．8（｝も、女こう4．0（豆，となっている 

（表15）  

長15 性・隼齢階級別にみた健康意識の構成割合  

汗：人㍍者上汁キトない   



6 悩みやストレスの状況   

12歳以上の者（入院者は除く。）について、日常生活での悩みやストレスの有無別構成割  

合をみると「ある」48．2％、「ない」45．6％となっている。（図16）   

悩みやストレスがある者を性別にみると、男43．8％、女52．2％で、年齢階級別にみると、  

男女ともに「35～44歳」が最も高く、年齢階級が高くなるに従ってその割合はおおむね低下  

傾向にある。（表16）   

また、15歳以上の仕事のある者（入院者を除く。）について、性・職業別にみると、男で  

は「販売従事者」「事務従事者」、女では「専門的・技術的職業従事者」「事務従事者」が高  

くなっており、すべての職業において女が男を上回っている。（図17）  

図16 悩みやストレスの有無別  表16 性・年齢階級別にみた悩みやストレスが  

構成割合（12歳以上）  

注：入院者は含まない。  
注：入院者は含まない。  

図17 性・仕事の有無一職業別にみた悩みやストレスがある者の割合（15歳以上）  

平成19年  
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7 こころの状態  

12歳以上の者（入院者は除く。）について過去1か月間のこころの状態（頻度別）の構成   

割合をみると、「いつも」の割合は各項目で0．9～2．5％となっている。  

同様に性別にみると、6項目全てにおいて女の方が同じか高くなっている。（表17）  

表17 性別にみたこころの状態（頻度別）の構成割合（12歳以上）  
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汗：人Ii完首は含主／己し   

「いつも」「たいてい」「ときどき」を合わせた割合を性・年齢階級別にみると、女の年齢  

階級が「25～34歳」「35～44歳」の者が高くな／）ている。（図18）  

匝＝8 性・年齢階級別にみた「いつも」「たいてい」「ときどき」の合計の割合  
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8 健診（健康診断や健康診査）や人間ドック等の受診状況  

20歳以上の者（入院者は除く。）について、過去1年間の健診（健康診断や健康診査）や  

人間ドックの受診状況をみると、受けた者は61．4％、受けなかった者は34．5％となっている。   

仕事の有無別に健診や人間ドックを受けた者の割合をみると、「仕事あり」は69．4％、「仕  

事なし」は48．6％である。「仕事あり」の者をみると、トー般常雇者」が77．2％と最も高くな  
っている。（図19）  

図19 仕事の有一勤めか自営か無別にみた健診や人間ドックの受診状況の構成割合  

（20歳以上）  

平成19年  
受けなかった  不詳  受けた  

総 数   

仕事あり  

自営業主   

家族従業者   

会社・周体等の役員  

・般常雇者   

l‖以L1年心lごl：i〟）   

契約〃）雇用音   

Il々又は1ノ】末il埼び）   

契約の雇Hト苫   

家庭内職者  

仕事なし   

家事（専業）  

4．0  

3．0  

3．9  

1∴う  

2．9  

2．5  

：∋．0  

′l．8  

2．6  

5．2  

4．4  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

注：入院者は含まない。   

また、健診や人間ドックを受けた者を年齢階級別でみると、男女ともに「45～54歳」が最  

も高く、男は74．6％、女は62．6％となっている。（図20）  

図20 性・年齢階級別にみた健診や人間ドックを受けた者の割合  

平成19年   

総 数  20～24歳  25～34  35～44  15～54  55～64  65～74  75～84  85歳以上  

往：入】；1‘こ者は合壬ない 
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健診や人間ドックを受けた者はどのような機会に受けたのかをみると、男は「職場におけ  

る健診」が57・7％と最も多く、次いで†‾市区町村で行う健診」が22．1％、「人間ドック」が  

10・2（沌となっており、女は「巾区町村で行う健診」が42．3％で最も多く、次いで「職場にお  

ける健診」がニi7．5％、「人間ドック」が7．9％となっている。（表18）  

表18 性別にみた健診や人間ドックの受診機会（複数回答）の割合（20歳以上）  

し単位：しこねノ  平成19年   

総数  市区町村で  
性  

学校に  
行う健診   

総数   100．0  31．8  48．1  2．2  9．1  5．3   

男   100．0  22．1  57．7  2．4  10．2  4．2   

女   100．0  42∴う  37．5  2．0  7．9  6．5   
注：1）入院者は含まない〔  

2）健診や人間ドックを受けた者を100とした割合である。  

また、健診や人間ドックを受けなかった者について、その理由別にみると、「心配な時は  

いつでも医療機関を受診できるから」が30．6％と多くなっている。（表19）  

表19 健診や人間ドックを受けなかった理由（複数回答）の割合（20歳以上）  

2）健診や人l‖ト∵ソクろ上之＝り王カ／〕た苫・を川0とした割合である   

40歳以上の者（子宮がん検診は20歳以上。入院者は除く。）について、過去1年間にがん  

検診を受診した者をみると、男女とも「胃がん検診」が最も高く、男で32．5％、女で25．3％  

となっている。（図21）  

図21性別にみたがん検診（複数回答）を受診した者の割合  

平成19年   

㌧’～がん楓チ今  肺がん検．…‘今   「宮がん検．テ今  乳がん検診  大腸がん検診  

汗：］）人Fユ′′JLれL／キLプごい  

2）JJ、′′しイ）‡‖畑土却吊汀ノ、仁、くノ）仙〔ノ）／1りし棉i封＝射止以仁．宣′対象ヒしごいろ  
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Ⅳ 介護の状況  

1 要介護者等のいる世帯の状況  

介護保険法の要支援又は要介護と認定された者（以下「要介護者等」という。）のいる世   
帯を世帯構造別にみると、「核家族世帯」が32．7％で最も多く、次いで「単独世帯」が   

24．0％となっている。  

世帯構造別に要介護度の状況をみると、「単独世帯」では要介護度の低い者のいる世帯の   

割合が多く 、「三世代世帯」では、他の世帯構造に比べて要介護度の高い者のいる世帯の割   

合が高くなっている。（表20）  

表20 要介護者等のいる世帯の世帯構造別にみた要介護度の構成割合  
平成19年  （単位：％）   

（再掲）  

夫婦のみの   
世 帯  

（再掲） 高齢者世帯  

その他の   
世 帯  

三世代世帯  核家族世帯  単独世帯  要介護度  総 数  

［20．1］   ［45．8］  

100．0  100．0   

20．8  30．8   

10．0  16．4  

10．7  14．4  

［32．7］   ［20．2］   ［23．1］  

100．0  100．0  100．0   

22．3  22．8  22．1   

10．4  10．9  9．0  

11．9  11．9  13．1  

［100．0］   ［24．0］  

100．0  100．0  

26．0  39．1   

12．9  22．3  

13．1  16．8  

70．3  56．8  

1．5  1．8   

17．5  20．3   

18．3  15．4   

15．1  12．0   

10．2  5．1  

7．7  2．2  

総  数  

要支援者のいる世帯  

要支援1  

要支援2   

要介護者のいる世帯  
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要介護4  
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「総数」には、要介護度不詳を含む。  ）
 
）
 
 

1
 
2
 
 
 

注
 
 
 複数の要介護者等がいる場合は、要介護の程度が高い者のいる世帯に計上した。  

2 要介護者等の状況  

要介護者等を年齢階級別にみると、「80～84歳」が23．2％で最も多く、次いで「85～89  

歳」が21．6％となっている。   

性別にみると、男34．0％、女66．0％と女が多くなっている。（表21）  

表21性・年齢階級別にみた要介護者等の構成割合  

（単位：％，）  
平成19年   

性   総数   
（再掲）  

40～64歳  65～69  70～74  75へ′79  80／＼ノ84  85～89  90歳以上   65歳以上   

総数  ［100．0］100．0  5．2  5．4   10．5   17．8  23．2  21．6   16・3  94・8   

男   ［34．0］100．0  7．5  8．1  14．0   20．0   22．8   16．2   11．∫4   92・4   

女   ［66．0］100．0  4．0  4．0  8．6   16．7  23．4  24．3   18・9  96・0   

注：「総数」には、要介護者等の年齢不詳を含む。  
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介護が必要となった主な原因をみると、要支援者では「関節疾患」が20．4％、「高齢による  

衰弱」が16．5％の順となっている。要介護者では「脳血管疾患（脳卒中）」が27．4％、「認知  

症」が18．7％の順となっている。（表22）  

表22 要介護度別にみた介護が必要となった主な原因の構成割合   
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3 主な介護者の状況  

主な介護者と要介護者等との続柄をみると、要介護者等と同居している家族等介護者が  

60．0％、別居している家族等介護者が10．7％、事業者は12．0％となっている。   

同居している主な介護者の続柄をみると、「配偶者」25．0％、「子」17．9％、「子の配偶者」  

14．3％となっている。   

また、同居している主な介護者を性別にみると、男28．1％、女71．9％と女が多くなっている。  

年齢階級別にみると、男女ともに「50～59歳」が25．2％、31．7％と多くなっている。  

（図22）  

図22 主な介護者と要介護者等との続柄及び同別居の構成割合  
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要介護者等と同居している主な介護者と要介護者等の組合せを年齢階級別にみると、「70～  

79歳」の要介護者等では、「70～79歳」の者が介護している割合が多く、「80～89歳」の要介  

護者等では、「50～59歳」の者が介護してい る割合が多くなっている。（表23）  

表23 性・年齢階級別にみた同居している主な介護者と要介護者等の構成割合  

（単位：％）  平成1〔埼二  

要 介 護 者 等  同居している主な介  
護者の性・年齢階級  （再掲）  

65歳以上  
40～64歳  90歳以上  

［100．0］  

100．0  
2．6   
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80歳以上   
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40～49歳  
50 ～ 59  
60／、 69  
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80歳以上  
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23．9  29，3  
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7．2  1．0  

22．8  28，1  

17．4  13．9  

16．6  4．6  
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注：「総数」には、  要介護者等の年齢不詳、主な介護者の年齢不詳を含む。  

要介護者等と同居している主な介護者の介護時間を要介護度別にみると、「要支援1」から  

「要介護2」までは「必要な時に手をかす程度」が多くなっているが、「要介護3」以上では  

「ほとんど終日」が最も多くなっている。（図23）  

図23 要介護者等の要介護度別にみた同居している主な介護者の介護時間別構成割合  

平成19年  
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4 要介護者等と同居している主な介護者の悩みやストレスの状況  

要介護者等と同居している主な介護者の日常生活での悩みやストレスをみると、「日常生活  

での悩みやストレスがある」者は、性別にみると男6L4％、女67．4％となっており、年齢階級  

別でみると、男女ともに「40～49歳」が7：う．5％、76．9％と多くなっている。（図24）   

悩みやストレスの原医】をみると、男女ともに「家族の病気や介護」が67．9％、75．7％と多く  

なっている。（図25）  

図24 性・年齢階級別にみた同居している主な介護者の悩みやストレスのある者の割合  

平成19年  
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車）′＼ 1軋歳  

50 ′、 5（）  

60 へ′ （Ⅶ  

70 ′－、－ノ  79  

銅ぷ虚 以l  

0〔■ら  20q。  10り．）  60nl）  
1（）り‖  ご（）l－。  Ol－。  H（）りb  6（粕  

図25 性別にみた同居している主な介護者の悩みやストレスの原因の割合（複数回答）  
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5 居宅サービスの利用状況  

要介護者等の5月中の居宅サービスの利用状況をみると、居宅サービスを1種類でも利用し  
た者は76．4％で、世帯構造別にみると、単独世帯が85．2％で最も多く、三世代世帯が75．5％、  
核家族世帯が71．0％の順となっている。   

居宅サービスの種類をみると、単独世帯では、「訪問系のサービス」が77．7％と多く、「配  

食サービス」の割合も12．3％と他の世帯構造に比べて高くなっている。また、三世代世帯では、  
「通所系のサービス」が54．3％となっている。（表24）  

表24 世帯構造別にみた居宅サービスの利用状況別構成割合（複数回答）  
（中位：％）  、巨成19年  

世 帯  （再掲） 人婦のみの  

利 JH  〝） イj▲  無  
居宅サー ビ ス の種類  

その他の   
世 帯  齢者世帯  （再掲） 高  

単独州二帯  核家族11川ミニ  三世代世帯  

総  数  

利川した  
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寝具類等洗濯乾燥消毒サービス   

利川しなかった  
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23，6  14．8  29．0  28．9  24．5  23，5  21．′1  

注＝「訪問系のサービス」には、訪問介護、訪m入浴介濾、訪問看．護、訪mリハビリテーション、介護㌣防訪問介護、介護チ防訪問入浴  
介護、介護予防訪澗看護、介護P防訪F‖川ハビリテーション、夜間対応型訪問介護を含む′J   
「適所系〃）サービス】には、適所介護、適所リハビリテーション、介護ナ防適所介護、介．護㌣防適所リハビリテーション、．熟如症対  

はこ型適所介護、介護予防認知席対応型適所介．潅を含む。   

「触期人所サービス」には、短期入所′川・介護、短期入所療養介護、介．潅サl彷毎期入所生活介護、介護予防短期入所療養介濾を含む。  

要介護者等の5月中の訪問系のサービス、通所系のサービス、短期入所サービス、小規模多  

機能型居宅介護を利用しなかった者の利用しなかった痙由をみると、「家族介護で何とかやっ  

ていける」が45・8％と最も多く、次いで「介護が必要な者（本人）でなんとかやっていける」  

が25．9％となっている。（図26）  

図26 訪問系・適所系・短期入所サービス、小規模多機能型居宅介護を  

利用していない者の利用しなかった理由の割合（複数回答）  
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6 介護者の組合せの状況  

要介護者等が家族・親族等や訪問介護事業者から受けている16項目の介護内容について、介  

護者の組合せの状況をみると、「事業者のみ」の割合が最も多い♂）は「入浴介助」の57．1％で  

次いで「洗髪」56．0％、「身体の清拭」43．6％の順となっている。   

「主な家族等介護者のみ」による介護の割合は、「入浴介助」「洗髪」「身体の清拭（体を  

拭う）」以外のすべての項目で最も多くなっている。   
また、「事業者と家族等介護者」による介護の割合は、「排泄介助」22．6％、「話し相手」  

20．0％と多くな1）ている‖ （図27）  

図27 介護内容別にみた介護者の組合せの状況別構成割合  
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洗  

身 体 の 清 拭  
（†本 を 拭 う ）   

散  歩  

掃  除   

口  腔  清  掃  
（＝ニ み・が き 等）   

洗  顔  

排  泄  介  助   

食事の準備・後始末  
（「凋 fl日 産了 合 む）   

体位交換・起居   
卜J去 り ノ十ト＼／ 虹 二二 十「l   

着  替  

い  物  
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服 薬 の 手 助 け  

話  し  相  手  

伴い  コ0（）‖  1け】‖  6椚，  ボ〔－坑  100ロム   

注二「その他」とは、「Lな家族等介護者とそ♂）他♂〕家族等介護者」  
「その他の家族等介護肯のみ」をいうし、  
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65歳以Lの者のいる世帯・高齢者世帯・児童のいる世帯別世帯数  

平成1叫  
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l〔）  封   Ⅰ5（）  7：う  四  こ17  香  川   
12  17   ／十十ト  115  1：‖  ：うH  せ  娠   

∵＼   117   H2   払  ：うtj  ■】   ∴  加   
1ニミH  lご1   7＝   ：！（）7   lり2  日  加  い1」   

17  ニ三日   1キ／   55   H：弓  11 イ1二  iiii － 

う1  ‖   封‖   1二うう   ＝＝  12 1主  帖   
7†）  （う（う   封）り   1：ミリ   ＝‖  1こう †拒  イ＼   

Jし十  1」   －）L）【 】】‘   1／二   10ト；  卜1 人  

コ〔）  ：ミ2   ＝号   110   1＝  ′15  帖   

コ：与  川   封）（）   1t‖   1H5  1tう  僅 リJI．．】ノ   

2う  こう（う   1うコ   hh   皿  17沖  縄  

（Flj二掲）  

11バ  リこう（う   1：江村  7ト；ご   封）甘京都け甘  

2（う  17  ／†／  】17   コ1h  う1 札 幌 車   

2（う  27  1：；5  10：う  うご  仙 f「‥∫   

2こう  ）   

1＝）   ←十／   1コ7  5：う  さいたE‡】   

】1  】7   ＝リ   リリ  う1  r▲ 真き‡」■   

1J  7－う   1H（う   封1  ÷－こ－  付i直 r‥   

1∫うrう   2り  コ！）  
＝情  5（i 川 崎＋車   

1（）  ）   L黒   川   u  jう7  耕 法土 石   
コH  lト弓   廿＝   四  うH  静 いり 車   
：う（）  」う   lごリ   17   ト1  

†1   ：「   け冊  ＼1十十   

コり  ：う」   ：：圧）   与／／   l／／  til ユj（椰ト   

：ミコ  （う丁   吊   封川  1り（う  （うご  ノ（ドモ∠ 車   

Hコ  lうこう  けト   lJ  I I ∵∵  【リ 岨  弓】   
27  ．1一   告＝  1う5  ＋＼う／  （うl 帥 ノ】≠弓√   

lト；  1二三リ  ご1  【） 皿  1：拍  （うう  ノ  し．j 両  
リり  

））  1うリ  H5  リ7  （う（i 北ノL川‡l 

】H   こう（）  17（i   1り1   11H  ぐう7  柚i同 車   

l：11   



第2表 公的年金・恩給を受給している者のいる世帯数の年次推移  

隼 次                 仝世才†‡  （汗）歳以 上  6㍉歳以l  高＋齢ポ  

いる世帯  引 合  判 合  判 合  
いろ伸二’け  いるtHニイ11  いる川二描  いる世≠  いる世帯  別 合  

（「tt川1：）  

l‡「川帽1イ巨  こi7 か‖ 12／‖7 （：う3．2）    1297H l163こう （89．6）    9 769  9：う8′′i （96．1）    2：う62   

、n戒ノ己什・  ニi9′117 13ト娼3 （こう5．2）    1′1小用 12 98：i（R9．9）    1077′′110′′12（〕（96．7）    3 057   

4  ∴1121（）1′1825 （：う6．0）    】5 H：う0 13 906  は7．8）    11と紳I 11∫15：i（96∴1）    3 6RH   

7  ′1077（）15367 （：う7．7）    】6622  卜1628 （H8．0）    12695 12 2ご15 （（）6．5）    1390   

10  十1／托椙 17724 （こう軋H）    1（）（）87 17032 （89．2）    卜1日22  卜1：う2：う （96．6）    5611  5420 （96．5）   

田  45ご′120 19371 り2．6）    20357 18355 （90．2）    Ⅰ619日 15（う29 （96．5）    6599  6347 （96．2）   

田  ご162′12  20852 ト15．1）    22 √188  20′131 拍0．9）    17日：与6 17262 （96．8）    7865  7588 （96．5）   

17  J169：iバ  21686 （′16．2）    2こう2日5  211日5 （91．0）    18503 17机摘 （96．7）    8こぅ：う：i 8010 （96．1）   

18  J′17 33こう  20798 ト13．9）    22こi：う9  20：う62 （91．1）    18201 175ご′17 （96∴′1）    Rご118  日OR2 （96．0）   

19  J′1775日  22123 （′16∴う）    2こi5射  21560 （91∴1）    19150 18 50日 （96．7）    8960  日6′′12 （96．5）   

注：1）中ノk13イト以降び）数値上土、「隼企′之給首レ）イJ■無不．粁ハ世情」を隣し、た章）ソ）である  

2）、n戌7隼の数≠二は、兵匪県を砕いた≠Jノ）であろ 

第3表 性・年齢階級別にみた15歳以上の者の数の勤めか自営か別構成割合  
（中位：（昌一）  、h成19年  

往：総数に一丈 り1：1拍）有無不．洋の者」は含まない  

第4表 末子の年齢階級別にみた父母の一目の平均就業時間階級別構成割合  
（車イ、1：≠）  、】（成1叫二  

父  け  
木／一〟）牛齢階級  

引用川端l嵩j  121l一川り以「  

リい托あり  
1ノノ，三宅宥l鵠i   

l～ 2歳   

3、′ ≡   

6 、 H   

ミ）【し11   

1二三 、／11   

15 、17  

県童溝川  
1歳末溝   

1、 2歳   

こう 一し 5   

6 ＼ノ バ   

～） 一－11   

12 一㌧11   

15、17  

∩
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5．0  17．】  28．t）  

4．7  1こう．6  29，6  

4．7  ′1：i．7  29．5  

」1，1  √1∫1．8  ：iO，5  

1∴う  45．3  こう0∴う  

1．R  ▲18．・1  2日．リ  

6．0  50．こう  27．5  

6．6  5ノl．0  25．7  
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じ
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り
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1
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6
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6
一
〕
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ソ
】
 
0
 
 

1．9  日．6  2・1．（う  2′1．R  30．8  0
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ハ
h
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．
．
川
1
 
〔
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り
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1
1
 
0
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ん
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「
n
 
n
n
 
 

10（〕．0  35．6  7∴i  12．1  1（う．6  2：う．6  

100．O  

100．n  

川0．0  

1（）0．0  

100．り  

100．（）  

7．2  H∴1  19．2  26∴i  ：う3．2  

l．7  9．6  26．2  23．5  ：川．5  

こi．7  10∴i  28．R  2こう．H  2軋2  

3．1  り．5  2日．1  2ニミ，5  28．0  

2．1  7．0  2二う．（う  27．5  ニー2．2  

2．9  7．1  21．2  26∴弓  こう5．2  

ナi∴総故にr主「一lいl用ノ枕業‖邪W蚊不詳仇堵」は合Eない  
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第5真 部道府県18大都市（再掲）Hl沌‾訴者率・通院者率・Ll常生活に影響のある者率（人＝千対）  
平城l叫 

都道府県   什調書■率   矧㍍首ヰ   ll常′上溝に景■さ響び）ある者率   

8人郁ト（再掲）  総放 t リJl k   総数l  刀 l 女   総放 lリJl  女   
州  二うご7．バ   ごパリ．（う   二i（う二i，2  二ミニーニラ．7   ニ511∴う   二j．Ⅵ．7  】りfう．7   〔）．う．6  117，0   

（）L 北 面 道   こうコ（う．7   コ7リ．（） ：汀再．コ  ㌻＝．1 ：う1ト；．1  こうh7．l  ＝帖．（う   †う2．（う  Ilし）∴う   

0ゴ ー圭j  森  ：う17∴う   コ丁言．5  ：うぅ1．1）  こぅ10．1  こうOl∴う   こ汀2．l  10し；∴う  ‡Jご．1 11ト；．5   

り：う1一；   「  二うご仁；う   ごHT．1  二う5ミブ．l  Jうう1．7  ニう2バ．7  ：う7軋7  jl】1   ゝ）′】．パ  】ご（i．7   

り1  城  ：し＝．リ   コりl（う  ：捕（i∴う  ：う1：う∴； ：う2（）．h  ：う“1．コ  1り7∴う   t拍」  1】5．バ   

り5 秋  LIJ  ：う：ぅう．7  ：2リ：う．7  ：汀1．1  ：i7ニー．5  ：う′け．1 ：l（）7．6  11こ」2   （捕．2  i2ぐう．H   

（）（うIl【   形   二i糾う1  コ71∴う   こ‡：捕．7  ：う15．（－）  ニう2：1．1 ：うh5．7  ＝＝．H   川j こ∃  lごl．（う   

（）7 福  島  ：う＝l∴う   コうバ，（）  ニうノ12．7  ：i11∴う  ：う11．5  ：う6（う．（）  11ニi．7  1川）．リ  125．リ   

OH 茨  城  ごH5．H  25（i．7  ：う11．l  二う21．（）  こiりl．リ  ：ミこう（i．H  H〔）．H    Hl．5   リH．（）   
耶仁砺  木  J汀）0．コ  コ．うバ．り  ごi】】．ご  ニミニう】∴う  ：うりfう．7  ：う55．2  ウ1．2   H：う．5   リH．7   

10 桝  ノヤノ  ：引）1．（）  コh：う．2  ：うこミ7．1  ニう1H．：う  ：う0二三．（） ：う：‖．（）  榊う．1   トミ：う．1  1（）H．〔i   

11上．ミi  巨  こi（）リ．0   27（う．パ  ：う1り．ぐう  ：う12．コ   ニう（‖．1 ：うココ．H  垢．7   し札1 1〔）1．2   

1ご「・   某  叙情．リ  コ7（）．」  ごう川．r）  ごう1こ～．り   ごリ0．ぐi  二うこう：う．7  パパ．7   椚．H   リう．5   

l：う 来  い  ：うコ丁．1  こZH7．コ  ：妬言．5  二う′1こぅ．5  ：う21．ご  ：う（うl．リ  112∴う   し）H．7  125∴う   

ト1帥 1さ 川  ：う：う：う∴ミ   2～）5．（う   二汀り．言  ：う：う1，H   二甘）リ∴ミ  ：うぅl．（）  ＝）7．1  （）1．（） 1ココ．H   

15 新   lと、i  ：＝H．7   二∠7トミ．う  ：う55．l  こう17．1 ：う2り∴う  ：i71．5  11l．（う   （州．H  lコ：う．2   

1（う …  ‥】  ：う：柏．う  ：ミ（）H．1 ：裾H，り  ：うIl∴！  こう2り∴う  ：ミ（う‖．（う  112，り  1りl．2  121．H   

17 f】  川  封1，7   27h．（） ：う11．（；  ：う0「；．（）  2日l．1 ：うご1∴i  リl．7   t州．5  （相．5   
】R 福  川  こう2（）．（）  コHti．（） ：う言1  ニう11．1  2（J（う．1  ニう：加）．8  川言∴う   り（う．（う  11：う．l   
川 山  梨   ㍗持．H   ご57．7   こう：う2．  ：ミト1．し）  コリ1．H  ：うこう5∴i  1t）1．1   月！）∴与  112．1   

201÷  野  こう2こ！∴う   ごパ1．H  ：う〔う：う．1  ：う：捕．：う  ：う10．（う   こう（う1．り  115，7  102．1 12H．バ   

21L岐   【1う   甘＝）∴う  ：う11．1  ミミ67．1  ：う1（う．h  ：う2（う1 ：165∴l  105．7  102．2  1し）8．！）   

22 静   l品」  ：‡1：う∴う   2tう〔）．7  ：う55．（う  ：うコ（〕．（） ：川l，5  ：弓51．（う  〔）H∴う    H6．！） 1（川∴う   
2二う ノ愛  知  ：う：㍑．（；  2椚．h  ：う71．（う  こぅ2l．り   29（〕．1 ：ミ5（二）．7  9り．1   75．バ  1（〕1．2   

コI  L「■二  二i：う（う．リ   コリリ．7   こ汀2．2  ：1：う2．H   こうIh∴う  ：う1トこ．fl  1し）リ．1 10ご．0  11（う．1   

25 注王  ？【圭一  ニう11．ti  こう11．1  こう〔う7．R  封7．1 ：封〕0．tう  ：弓3ご．り  10日．（う  l（jニう．7   ‖3．2   

26 ji（   都  ：う1コ，5   ニーl：与．5  二妬H．7  ：う：拍∴ミ  ：う21．h  ：う55．5  ＝」．2  105．1 118．h   
27 大  阪  二う5二う．2  ：う15．〔） ：うH7．（う  ：う55∴う  ：う：う0∴う  ：う7ト；∴5  109．h  l（）1．2  1】7∴う   

2H 上て  伸  ：う17∴う   こ廿）t）∴う  ：摘1．（う  こうl：う∴う  ：う29．l  こミ55．H  11ト；．H  lll．6  1ごう．2   

291▲さ   1‘ミ  こう15．H  ：う10．R  ：う7ト；．l  ：江沼．し）  二う52．H   ニうHニう．～）  llH∴う  1（）H．2  127．7   
こぅ∩ 和 歌＋両  ：うこう0．リ   2リコ．7  ：捕l．：う  ：う5：う，0  ：う2こ‡．5   こう7H．7  11う．ご  101．（） 12′1，9   

：う1ノしし  上Ik  ：うコtう．1  2Hニう．7   二i（i5．5  ニう29．2   こう1l．H  ：うに三．■1  117，l l（）2．9  1こ10．0   

：う2 島  根  ニー：ミH．1  2（梢．H  こう72．h  ：汁′1．（） ：う15．0  371．2  121∴i l15．3  12（う．6   
33 一周  【1l  ：う17∴う   2HH∴う   こうlこう．7  ニう21．（う   こiOO∴i  ニう′11．0  110．5  1〔）2．7  117．6   

：うノ1広  島  ：iうl．（）  こ＝1．H   こうりⅠ．“  3：う2．5   ニう1り．璽  Jうミうご．リ  1川，り  1（）5．1 】25．7   

：ミ5 L‥  【l  封＝．h   ニミ2：う．5  ：う（）H．0  ：う（‖．2  ：う′l：う．2  ：i7（う．7  125．（） 1（）7．1 1ニー9．9   

：沌 徳   l．一ーブ  ：う＝）∴う   2（〕1．（う  ：iパ1．（う  ニう2こミ．2   2†）t）．6  ：＝l．6  ＝う．：う  1〔‖．5  125．0   

：！7 香  ノーl  こう：うH．7  ：う川）．7  ：う71．（1  ：ミ：う9．7  ：う0‡）．（） ：用H．l  ‖7．ぐ） 1什1．5  1ニZH．6   
：うH 堂  城  ニう1ト；．〔  こ封）7．H  ：うHニミ．5  ：う1卜；．5  ：121．り   ニミ7l．1  12言．1 109．バ  l：うH．9   

：ミリ i！一  加  こう：う5．7   告信．ti  こう70．リ  ：ううご∴う  ：ミ2バ．リ  ：う72．～）  12h．リ  11：う．H  l：うH．l   

川 裾  ～叫  ご‖り．．う   こ汀）り．h   ニう∴ち．ゴ  こう17．（）  ごバ7．5   ニう／】ご．h  ‖2．ご   り（）∴1 1二三こう∴う   

11佐  ハ’  ：‖1リ   コリ1．（i ：‡tう（う．7  ：うごH．（う  ：う0り．5  ：う5：ミ．（）  11う．ー） 1（吊∴l 】22．5   

121÷  崎  二うこうし）∴） ：州1∴i ：汀1．2  ：うぅ5．7  ：うこう2▲2  ：う71う∴う  11（1．1 107∴1 12′1∴う   

1：う 熊  本  ：うごり．5  2Hパ．7  二弓1H．  ニうごパ．リ   ニー0（う．5   ごう情∴う  ‖】二i ！りニヨ．パ  ！2ニう．   

11人  分  こうコ7．〔）  コリう．1 ：ミ57．コ  ：うこうR，コ  ：う1h∴ミ   ニうぅ7．7  ＝虻．1 1（：）7．6  12：う．7   

15 ノ㌔ご〕   崎  ：う2（う．う   コ～）1，5  ：汚7．（）  こi21∴ミ  ：うけl．‡） ：う11，2  ＝）H．1  リH∴ミ  I17．コ   

は偵主 県L 鳥  封1バ．5   37l．5   ニう：うH，7  こうl「；．1  28（う∴1 ：う10．（i  1糾う．5    ～）5．6  116．2   
17 沖  7純  2（拍．（）  コ2〔）．1  こ川（う．（i  2：うH．1 ：三21．0   ご51．H  7リ．（；  （氾．H   HH．H  

（再掲）  

5（）来京都区評  

封＋札．町兄＋1r  
う2 仙 ホ右  
5：うさいた玉石  

う′1「・粟 右  
55 横 浜 巾  
5（う 川【峠 右  

57 新 出 右  
5H 静 岡 rてr  
F再 浜 松 右  
60†，し仙ゝ 右  

61′上Jぐ 郡 市▲  
軋：人：ドk＋両  

（う：‡堺   11J  

・  
軒i吊リレーl右  
67 手品 岡 右  

ニう：il．H   2t）こぅ，1 ：吊H．2  

ニうご1．（）  コ7：う．（） ：う72．h  

：うう1．H   こう〔冊．〔） ：う川）∴i  

∴＝．り   2リ7．（）  こぅtう5．2  

ごうコ．う．リ   コパ7∴i ：i（う】．】  

：うlご．1 ：引）7．1 ：ミ7h，（）  

：う15．（）  コ7（）．コ   ニ浦ご．1  

：ミニうご．リ  コリ5．7  ：摘7．1  

：ミ：州．H  2tjl，5  ：捕1．1  

㍊≠1  2（‖．1 ：う6：1．り  

こう51．H   ニ川t）．リ  ：ミリ1．t  

ニー董．ち．9  32王，り  ご挿7．0  
二う75∴う  ：ilう∴う   川2．（ミ  

ニう55．2  ：うⅢ．1  ニーH7∴う  

：う52．コ   ニうコ：i．7  ：う7（う．H  

ミ：う1．（）  コリl．（） ：う（うバ．5  

：う5コ．7  ：う10．（う  ：ミリ1．】  

：う15．リ   コ75∴ミ   ニう5l．l  

こう55∴！ ：l：う2，H   ニミ7tう．5  

：う1（う∴ミ   2HH．う  ：弓1Ⅰ．H  

：il二2．5  ：うけミ．H   ニうhl．2  

：ミ川．ご  ：朋）：う．1  二うこう：う．1  

ニうごり．（〉   ニう2（）．5  ：う：汗．1  

ニi′1こぅ．1 ：う川．コ  ：う川う．1  

：う1l．1  が頼．（ミ  ニう：15．り  

こ〕：うり．言  ：う1リ．6  ：う57．7  

ニうこぅ7．（i ：う17，0  ：う5（i．（う  

：ミう（）．て■   ニう：うl∴ミ  ：ミ〔うり、6  

：う57．H  ：ミ3′l．5  ：う7t）．H  

ニラ′1ぐi．j   3ニラ】，7  黒消．R  

：うHし）∴三   3（う2．2  11：与．H  

：うhl．7  ニう：う7．（う  ：うH二う，2  

：汀1∴ミ   ニう7l，リ  ：汀（ト1  

2‡）7．（）  ごHり．1  ニう11．5  

：う1ご∴ミ   こ川パ．1 ：う71．ご  

2（）1．（う  2（う0．H  ：う2′1∴う  

117．5  1し）5．1  12リ．】  

＝杓．1  リ：う．I iごニi．7  

111．リ  1りl．リ  】21．1  

リ7．H   〔）0，1 105．2  

リう．り   ～）】．リ   リH．1  

11二‡．1  リ7．1 1コH．6  

1り0．1   Hl．（う  1川．5  

112．し）  リH．6  125．9  

10：ミ．：ミ   リり．5  1Ⅰ5．り  

10：ミ∴う   t）：i．2  11ニう．1  

リ5．（う   H7．2  10：ミ．（う  

＝5．†） 1r）9．5  】川．9  

12バ．2   ＝9．1 1：うh．5  

＝0．H  〔）H．1 121．R  

l15．コ  1（）5．6  12：う．5  

〔）5．t）   Hh．2  10′1．し）  

＝ご．卜    し）6．1  12日．り  

l（）7．5   り2．t） 121∴1  

仁左い′う；、分付とノ鼻ごる世帯人＝  汗∴＋仁  

二二・   ー㍗仁汗∴㌢甘八木ろれL、八竜ニ1■こ首をrキL／ごい（う■：一臣1トハ首を対象止していろ  
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第6表 性・年齢階級別にみた有訴者率の上位5症状（複数回答・人口千対）   

男  、巨似叫  

隼齢階級   第Ⅰ位   第2位   第こ王位   第4位   第帥‘／ 

総 数  腰痛   ノIi二り   せきや√‾ノuが山ろ   みが／）去ろ・揖十が吊ろ  休がだるい  

H7∴l   61．0   5～）．1   51．（）   i5∴1   

0へノ1歳  庫が／つ去る・鼻汁が汗ほ  せきやたんが出る   熱があ沃   かゆみ川1日妄・水上11、／工ヒ、）  ゼイセイする  

167，7   】26．2   （ミ2．0   5（），n   ：うり．リ   

5一、卜1  ・揚がつまろ・鋸卜がfllる  せきやたんが山ろ   かゆ7鼻（湿疹・ノ恒恒ナり  発疹（l  ′L  り」り侮・べノけど／／ビ〔ノ）けが  

94．0   5ニう．バ   ：il∴′1   ＝1．6   拍．5   

15′、－2′1  鼻がつ去る・鼻汁がHる  体がた、るい   けきやたんが＝ろ   腰痛   頭痛  

5（〕．0   ニうH．0   ：55∴う   ：‖ ′l   25．し）   

25へ∴‖  腰痛   体が仁るい   吊こり   和がつ去ろ・恥汗が廿ほ  せきやた／レが出て  

5り∴う   51．（う   】7，リ   珊．7   ：用．7   

：i5〈－′11  腰痛   吊二り   体がだろい   せきやたんが山ろ   頗痛  

8ニう．2   7】．h   甜．H   往）．0   こう7，リ   

′15～5／1  月要痛   肩二り   体がだるい   せきやたんが川る   F足げ）関川jが痛r∫  

95．∠1   79∴／1   51∴ミ   10．4   ニiH．7   

55－＼ノ61  腰痛   Jlにり   「足の閲節が痛む   せきやたんが吊る   手足び）しびれ  

＝7．9   R6．5   59．1   56．9   55∴i   

65へノ7′1  腰痛   「足の保描榔亜心   眉二り   頻帰（レミノ川ろ叶蚊が多い）  せきやたんが出る  

157．5   97．1   ～）6．h   91∴1   H7．1   

75′、8ノ1  腰痛   きこえにくい   頻尻（んJミ叫11引・l放′小多い）  そ〕〝）忘オtする   手足叫⇒射許jが痛L、  

19′1∴う   ‖l，0   ‖1．5   1：ミ5．6   128∴i   

85歳以L二  きこえにくい   皐，の忘れすろ   腰痛   一定の動きが悪い   頻帰宮木′り＝ろl■・l故が多い、）  

2（）〔）．2   18・1∴弓   】82．5   】59．2   152．5   

（再掲）  

65歳以仁  腰痛   頻山こりノか／川‡ろ回数が多い）  一足ノ）「乳箱が痛む   きこえにくい   ‡）Cり忘れすろ  

17】．2   112．0   10り∴う   105，3   汗ほ．2   

70歳以L二  腰痛   頻保（尻（／川1ろ回数が多い）  きこえにくい   阜）〃）忘れする   「足げ）関節が痛力  

1日ニー，7   129．6   128．l   124．1   11†）．‘l   

75歳以上  腰痛   きこえにくい   モ）ゾ〕忘れする   頻尻（んノミ叫」1る回数が多い）  ト足叫与射j†jが痛し  

192．1   15ノ1．0   トトl，4   巨＝．5   12軋1   

隼齢階級   第1位   肯樹立   第：う位   第廿位   抑縄二   

総 数  眉二り   腰痛   チ足げ）「親肛甘柿む   頭痛   体がだろい  

131. 1 l17．（）   77．0   61∴う   6】，0   

0～1ノ歳  鼻が／〕去る・鼻汁が廿ろ  せきやたんが川ろ   熱が烏る   かゆみ（湿疹・水虫左ど）  セイセイする  

155．7   ‖軋7   5軋1   ：17．り   ：i1∴i   

5～11  鼻がつ去る・鼻汁が山る  せきやたんが山る   かゆみ丹‖りを・水虫など）  発疹（L′】 ごトト圧㌧∵  朝痛  

7ニう．l   47．9   封．√′1   2】．∫1   19．5   

15～2′′1  斤i二り   怖がだろい   頭痛   鼻がつ去る・■糾十7川11ろ  畑経不順・甘経痛  

7ニヱ，3   59．9   5と；．0   50．H   ∠1（；，5   

25～3／l  肩二り   畑痛   腰痛   †本がだるい   いLこ）い「Jしやすい  

】：うl．7   Hl．8   72．2   机．2  5日∴1   

35′－－11  屑こり   腰痛   頭痛   十本がだろい   い」、ノい「Jしやすい  

152．h   102．】   ＼＼＋ご   HO∴う   57．7   

45～5′1  信二り   腰痛   体がだろい   頭痛   r・掛川拙■批笹痛ぃ  

】75∴与   12ニう．（i   7！ナ．！j   7リ．H   75．0   

55′、椚  ノif二り   腰痛   「足の「㌍・胴扉痛む   F】〃）かすみ   体がだるい  

17こう．1   ＝＝．6  1（）5．6   75．（i   （i（）パ   

65～71  腰痛   才一アニり   丁：足C／昭描jが痛む   rl〔／）か「卜み   ≠）ノ）忘れ寸る  

】リ（）．0   17月∴5   158・∫1   120，・1   1（1】l   

75～81  腰痛   H山川親鮎川l租J、   ≠，ぴ）忘れすろ   吊二り   手・是〟）動きが悪い  

25こう．7   2り～）．り   ＝‖l   1〔10．l   】：う！）∴1   

H5歳以仁  きこえにくい   腰痛   丁二足（ノ）動きが悪い   ‡，ゾ）忘れ－トろ   H山川針箱が痛い  

210．5   ／＝－ 」   1〔）2．（う   1リ2，2   1トi！），0   

（再二掲）  

帰服以仁  腰痛   「足折昭■佑山荘帖れ   ノーf二り   ‡）〔ハ忘れすろ   lい／）かすフナ  

二1＼＋1   17リ，リ   川2．2   1：i：i．2   】2H，7   

70歳以仁  腰痛   r足の闇汁け痛む   ノIアニり   ‡）畔忘れすろ   F＝ノ）カ、すみ  

2：うl．0   1し‖．r）   15バ．（う   】51．リ   1こう√′1．（i   

75歳以上  腰痛   日出川親福川l汀む   f，〔ハ忘れ十ろ   r上土〃）動きが悪い   きこえにくい  

2′1〔）．2   コ0：与．H   1ぐうり．l   15：i．2   】50．リ   

注1）有訴常には人甘宵代言主ないが、分けとなるIL捕り＼＝故には人l㍍宵を合む  

2）r総数」には、叶桁イこ，洋を含む  
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第7表 性・年齢階級別にみた通院者率の上位5傷病（複数回答・人口千対）   

リ．1・  ．、・  

iし■廿】－：イ   丁ノ）他しノ）骨ト．㌣∴叫十ふ  

い  

J    L  

lう、う1  川【＝JJ   川 用件く、   卿ノ」こ二J」   腰畑山．l   川n（j  し L圧1）   

Tl．」  ）′」二  ：うう．丁   トトト   こミコ．1i  

う5＼lう1  帖尻車  州）lしJくし   淵ir川（回 し仁†ト  腰叛か．】  

」Jl1．丁   「り   11   う：；．（1   lT∴う   

（うう、7l  拙出   】】上ユしノ）情宣   フ】錮1日   叶ノ叫1、j久し  

L三こ，1H．l   ll】   バ7∴！   Hコ．l   7＝．丁  

75、1＝   Liiユし川↓」くし   槻木川】   肘 Ⅷ揖‖rリ（症   卿′小柄  

てぃ．リ   1り   Ⅰ川 う   ＝＝．リ   i（‖∴1   

桁歳以l  ＝‖L＝Jl】   1川 ′二牒県人J’i   tしlし／）症jlし   順両■川   狭心症・心筋硬水   

】l）   lll（〕   1」二う一   ＝）：与，H   ∵十＋十  

て市町  
樟歳以l              ＝‖‖   肌叶」く、   帆rノ出」   膵小高   F】」耽肥け諭  

」∴；り、丁   L川1い   1（）l）∴1   りl．丁   十＋＋／   

7りJl王1、11  r 川J」ト   聴い）二日ilこ   糟症刷   肘ノ古病   11小′川し刷］左廿   

ヱlト．】   11」1l   1（け・」   l（）1】   りり．t）  

7端紆H   …↓／咋ブ、、   ＝立≠刷1人l．   榊†川】   出水病  

」】」．l   ll】   】11ll   l＝1   りう．リ   

rT‡1位   ：〕‘i2い 甘湘   牛齢附朝  7弟1位   甘吊二   

総 叛  川J‥   rt捌＝【   肌直情ム   【廿ハ情′ぺ、   JFr二り」【  

1l．して   ＝（）   仙l   1：う（1   

什＼1んト弦  【rr…しJ 1卜′舟」八し  

1＝）   」1．t   ‖．1   1丁．：Z  

う＼11  ′L／二tノ／、  J′r Lニ什骨・号二う三   rlfト【」   ÷い他し川L惰力病宣  

）】．，1  ノ【l  JJ．  コ1．t   川l   1う．バ  

15、2l  ‥廿皮楢圭  二二Lノ〉一世／ト∠ト．一軒叫・、jてくし  ’L ′Lニト斗枯木   順両川  

」圧パ   lT．（1   17．（）  ＝」1  り り  

コ5、こう1  ＝二J   腰痛l1  †  ＝し  

」う．り  」L7  仁」  」り．I  

：う5、11   ＝二L11  牲れ  J  ′し′し＝トー斗損失   

こトバ  ．1l  （））   ご∴ト   17．ト  

細小J 

r  

ト 1）硬∴．省∴1ノ、1．〃ごてLノ      わ＝．∴誹川＝、rし）‘七∴Ⅰ／、jL．二什ノ†′ノ′「I  

■■  ■   

：ミ5   



第8表 性・年齢階級別にみたがん検診受診状況（複数回答）別構成割合  

（単位：％）  平成19年  

左記は受け  
ていない  年齢階級  

男   
20～24歳   

25～34   
35～4／1   

45′・、－54   

55′＼一64   

65ヘイ4   

75～84   
85歳以上  

（再掲）40歳以上  

女   
20～24歳   
25／、34   

35／、44   

45～54   

55′－－64   

65～74   

75／→）84   

85歳以上  
（再掲）40歳以上  

100．0  
100．0  

100．0  
100．0  
100．0  

100．0  
100．0  
100．0  
100．0  
100．0   

100．0  

100．0  
100．0  
100．0  

100．0  

100．0  
100．0  

100．0  
100．0  
100．0  

8
 
9
 
1
 
9
 
7
 
8
 
1
 
7
 
4
 
5
 
 
 

4
 
1
 
5
 
3
 
パ
▲
t
 
4
 
2
 
7
 
4
 
2
 
 

2
 
3
 
3
 
3
 
2
 
1
 
3
 
 

2
 
 

7
 
9
 
3
 
1
 
5
 
5
 
6
 
1
 
4
 
7
 
 
 

0
 
仁
U
 
8
 
0
 
8
 
6
 
4
 
2
 
3
 
5
 
 

2
 
 

2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
2
 
 

6
 
5
 
5
 
2
 
8
 
3
 
6
 
9
 
1
 
5
 
 
 

0
 
1
 
3
 
7
 
7
 
9
 
9
 
5
 
3
 
7
 
 

1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
1
 
2
 
 

2
 
 

5
 
7
 
9
 
4
 
4
 
3
 
0
 
3
 
2
 
3
 
 
 

4
 
9
 
7
 
9
 
7
 
5
 
1
 
0
 
3
 
5
 
 

5
 
7
 
7
 
5
 
4
 
4
 
4
 
4
 
5
 
4
 
 

0
 
4
 
1
 
0
0
 
3
 
6
 
1
 
2
 
3
 
4
 
4
 
3
 
9
 
6
 
4
 
6
 
2
 
9
 
9
 
4
 
 

2
 
2
 
1
 
9
 
9
 
0
 
5
 
9
 
2
 
2
 
 
1
 
1
 
8
 
7
 
7
 
0
 
6
 
兵
U
 
O
 
2
 
 

1
 
1
 
1
 
 

1
 
1
 
1
 
2
 
1
 
 
1
 
1
 
 

1
 
1
 
1
 
2
 
1
 
 

5
 
6
 
5
 
9
 
ハ
U
 
4
 
4
 
4
 
3
 
3
 
 

9
L
3
6
6
8
8
1
8
5
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
2
 
2
 
2
 
2
 
 
 
2
 
 

8
 
6
 
1
 
1
 
9
 
3
 
9
 
0
 
8
 
1
 
 
 

6
 
4
 
5
 
5
 
3
 
3
 
1
 
6
 
8
 
1
 
 

1
 
2
 
2
 
2
 
1
 
 
 
2
 
 

3
 
6
 
2
 
2
 
0
 
4
 
3
 
0
 
5
 
7
 
 
 

1
 
5
 
1
 
0
 
2
 
4
 
6
 
7
 
1
 
1
 
 

2
 
 
 
2
 
3
 
3
 
2
 
1
 
 

2
 
 

0
 
3
 
5
 
3
 
8
 
2
 
0
 
7
 
7
 
3
 
 
 

7
 
1
 
7
 
1
 
7
 
d
ェ
 
7
 
7
 
1
 
0
 
 

1
 
 

2
 
2
 
2
 
1
 
 

2
 
 

2
 
4
 
9
 
9
 
4
 
9
 
7
 
5
 
4
 
7
 
 
 

7
 
1
 
2
 
2
 
2
 
5
 
6
 
9
 
7
 
2
 
 

1
 
2
 
2
 
2
 
1
 
 
 
2
 
 

9
 
5
 
9
 
0
 
7
 
9
 
1
 
4
 
1
 
0
 
 
 

9
 
7
 
3
 
1
 
3
 
2
 
9
 
6
 
2
 
4
 
 

4
 
7
 
6
 
5
 
4
 
4
 
3
 
4
 
6
 
4
 
 

注：  

36   



第9表 全世帯及び特定の世帯別にみた世帯の状況  

平成19年  

全世帯高齢者世帯用子世帯禁云㌔言誤禦主音雷   

世帯数（丁一世帯）  ′48 027  9 007  717  12 495  19 259   

全世帯に占める割合（（施）  100．0  18．8  1．5  26．0  40．1   

平均世帯人員（人）  2．63  1．54  2．67  ～4．11  2．62   

平均有業人員（人）  1．32  0．29  0．95  1．70  1．05   

持ち家率（％）  65．8  75．4  23．6  66．1  82．7   

仕事ありの者がいる世帯〝）割合（ワi，）  78．9  24．8  87．1  97．2  59．3   

入院者のいる世帯の割合（（シf，）  3．7  5．1  1．8  3．5  6．5   

通院者のいる世帯の割合（％，）  58．3  7∠1．2  39．7  52．9  77．5   

平均家計支出額（万円）  27．0  19．3  20．4  31．4  25．3   

1世帯当たり平均所得・金額（ノ川ト）  566．8  306．3  236．7  701．2  510．1   

1世帯当たり平均可処分所得金額（〟H）  445．5  256．4  201．1  564．7  407．5   

世帯人員1人当たり平均所得金観（ガH）  207．1  195．5  87．6  164．6  189．9   

有業人員1人当たり平均稼働所得金額（万H）  319．9  181．3  187．7  355．5  251．3   

所得五分位階絨   100．0  100．0  100．0  100．0  100．0  

第Ⅰ五分位   20．0  42．8  53．2  6．1  25．7  

楕  
第11五分位   20．0  31．1  31．4  13．7  24．5  

第Ⅲ五分位   20．0  16．7  12．′1  22．3  18．6  

成  
第Ⅳ五分位   20．0  6．0  2．8  29．9  14．6  

割  20．0  3．4  0．2  28．0  16．7  

生活意識   100．0  1（）（）．0  100．O  100．0  100．0  

大変苦しい   24．0  21．6  48．5  26．3  23．4  

％  33．2  30．5  ：う（i．6  37．2  32．5  

普通   ：う7．7  42．6  ト4．2  32．7  39．4  

ややゆとりがあろ   ∠1．6  1．7  0．7  3．6  ▲4．4  

大変ゆと畑がある   0．5  0．5  0．3  0．3   

汗 l）「、tリ勺行菜人巨し」と「t、世帯におけろ什事あり（ノ）、Iリ～ノ世帯ノ、しユ数をし、う  

2）「家計友什摺貢 とは、、I（成け隼5＝申の家詔守ザ鳥誹日用（飲食費（外食費・し好晶費を含む）、  

住居費、）一己熱・水道費、被服費、保健医頼曹、教77曹、教養娯楽費、交際費、冠婚葬祭費、そげ）他  

諸経費など）をいい、税金、社会保陥料は含まない  

こり「所矧 に／〕いては、平成川年中（l～l封り分）ノ）状況である  

こう7   



参考  
全世帯一高齢者世帯別にみた年間所得金額の世帯分布のローレンツ曲線  

0
 
 

5
 
 

所
得
額
累
積
比
射
 
 

50  

世帯数累積比（％）  

全世帯一高齢者世帯別にみた年間所得金額のジニ係数の推移  

年 次   全世帯   高齢者世帯   

平成9年   0．3954   0．4309   

12   0．3997   0．4159   

13   0．3965   0．3957   

14   0．3986   0．4192   

15   0．3882   0．3906   

16   0．3999   0．4131   

17   0．3948   0．3962   

18   0．3981   0．3989  

ローレンツ曲線とは   

世帯を所得の低い順に並べ、世帯数の累積比率を横軸に、所得額の累積比率を縦軸  
にとって描いた曲線である。所得が完全に均等に分配されていれば、ローレンツ曲線  

は、原点を通る傾斜45度の直線（均等分布線）に一致し、不均等であればあるほどそ  

の直線から遠ざかる。  

ジニ係数とは   

分布の集中度あるいは不平等度を表す係数で、ローレンツ曲線と均等分布線とで囲  

まれた面積の均等分布線より下の三角形の面積に対する比率によって、分配の均等度  

を表したものである。ジニ係数は0から1までの値をとり、0に近いほど分布が均等、  
1に近いほど不均等となる。   

注：年間所得金額とは、稼働所得、公的年金・恩給、財産所得、雇用保険、その他の社  
会保障給付金、仕送り、企業年金・個人年金等、その他の所得の合計額をいう。  
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用 語  の 説 明  

1「世帯」とは、什居及び生計を拉にする者の集まり又は独J′二して住居を維持し、若しくは   
独、ソニして′ト計を′拝む単身者をいう   

2 「世帯主」とは、年齢キ豆車得にかかわらず、世帯の中心となって物事をとりはかる者とし   

て世帯側から申告された者をいう 

3 「世帯員」とは、世帯を構成する各人をいう∪  

なお、調査日現在、 一時的に不在の者はその世帯の世帯員としているが、単身赴任してい   

る者、遊学中の者、社会福祉施設に入所している者などは世帯員から除いている〔）   

4 「世帯構造」は、次の分類による。   

（1）単独世帯  

世帯員が一人だけの世帯をいう。   

（2）核家族世帯  

ア 夫婦のみの世帯  

世帯主とその配偶者のみで構成する世帯をいう。  

イ 夫婦と未婚の了一のみの世帯  

夫婦と未婚の子のみで構成する世帯をいう。  

ウ ひとり親と未婚の子のみの世帯  

父親又は社規と未婚の子のみで構成する世帯をいう。   

（3）三世代世帯  

世帯主を中JL、とした直系三世代以上の世帯をいう。   

（4）その他の世帯  

上記（1）～（3）以外の世帯をいう。   

5 「世帯類型」は、次の分類による。   

（1）高齢者世帯  

65歳以上の者のみで構成するか、又はこれに18歳末満の未婚の者が加わった世帯をい  

つ。   

（2）母子世帯  

死別・離別・その他の理由（未婚の場合を含む｛））で、現に配偶者のいない65歳末満  

の女（配偶者が長期間生死不明の場合を含む。）と20歳末満のその子（養子を含む。）の  

みで構成している世帯をいう 

（3）父子世帯  

死別・離別・その他の理由（未婚の場合も含む。）で、現に配偶者のいない65歳末満  

の男（配偶者が長期間生死不明の場合を含む。）と20歳末満のその子（養子を含む。）の  

みで構成している刊二帯をいう 

（4）その他の世帯  

上記（］、）～（3）以外の世帯をいう。   

6 「児童」とは、18歳末満の未婚の者をいう。   

7 「仕事あり」とは、平成19年5Jゴ中に所得を伴う仕事をもっていたことをいう。ただし、   

同月中に全く仕事をしなかった場合であっても、次のような場合は「仕事あり」とする。   

（1）雇用者であって、平成19年5月中に給料・賃金の支払いを受けたか、又は受けること  

になっていた場合（例えば、柄気で休んでいる場合） 
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（2）自営業者であって、自ら仕事をしなかったが、平成19年5月中に事業は経常されてい  

た場合。   

（3）自営業主の家族であって、その経営する事業を手伝っていた場合。   

（4）職場の就業規則などで定められている育児（介護）休業期間中である場合。   

8 「勤めか自営かの別」は、次の分類による。   

（1）自営業主  

商店主、工場主、農業主、開業医、弁護士、著述家など一定の店舗、工場、事務所な  

どにおいて事業を行っている者をいう。   

（2）家族従業者  

自営業者の家族であって、その経営する事業を手伝っている者をいう。   

（3）会社・団体等の役員  

会社・団体・公社などの役員（重役・理事など）をいう。例えば、株式会社の取締役  
・監査役、合名会社や合資会社の代表社員、組合や協会の理事・監事、公社や公団の総  

裁・理事・監事などである。   

（4）一般常雇者  

雇用期間について別段の定めなく個人業主、会社、団体、官公庁に雇われている者を  

いう。   

（5）1月以上1年未満の契約の雇用者   

（6）日々又は1月未満の契約の雇用者   

（7）家庭内職者  

家庭において、収入を得るため仕事をしている者をいう。   

（8）その他  

上記（1）～（7）以外の者をいう。   

（9）勤めか自営か不詳  

仕事はあるが、勤めか自営かの別が不詳である者をいう。   

9 「勤め先での呼称」は、次の分類による。   

（1）正規の職員・従業員  

一般職員又は正社員などと呼ばれている者をいう。   
（2）パート・アルバイト  

就業の時間や目数に関係なく、勤め先で「パートタイマー」「アルバイト」又はそれ  

に近い名称で呼ばれている者をいう。  

「パート」か「アルバイト」かはっきりしない場合は、募集広告や募集要領又は雇用  

契約の際に言われたり、示された呼称による。   

（3）労働者派遣事業所の派遣社員  

労働者派遣法に基づく労働者派遣事業所に雇用され、そこから派遣されて働いている  

者をいう。  

この法令に該当しないものは、形態が似たものであっても「労働者派遣事業所の派遣  

社員」とはしない。   

（4）契約社員・嘱託  

契約社員については、専門的職種に従事させることを目的に契約に基づき麻用されて  

いる者又は雇用期間の定めのある者をいう。  

嘱託については、労働条件や契約期間に関係なく、勤め先で「嘱託職員」又はそれに  
近い名称で呼ばれている者をいう。   

（5）その他  

上記（1）～（4）以外の者をいう。   

10 「中央値」とは、全世帯の所得を低いものから高いものへと順に並べて2等分する境界値   

をいう。  

〓」∪ 

【  

り「 

竜り十∵、．■ 

‥」り 
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11「所得五分位階級」は、全世帯の所得を低いものから高いものへと順に並べて5等分し、   

所得の低い世帯群から第Ⅰ・第u・第u・第Ⅳ及び第V五分位階級とし、その境界値をそれ   

ぞれ第Ⅰ・第Ⅲ・第Ⅲ・第Ⅳ五分位値（存分位境界値）という。   

12 「所得の種類」は、次の分類による。   

（1）稼働所得  
雇用者所得、事業所得、農耕・畜産所得、家内労働所得をいう√）  

ア 雇用者所得  

世帯員が勤め先から支払いを受けた給料・賃金・賞与の合計金額をいい、税金や社  

会保険料を含む 

なお、給料などの支払いに代えて行われた現物支給（有価証券や食事の支給など）  

は時価で見積幸）つた額に換算して含めた。  
イ 事業所得  

世帯員が事業（農耕・畜産事業を除く。）によって得た収入からイト入原価や必要経  

費（税金、社会保険料を除く〔、以下「司じ。）を差し引いた金額をいう。  

り 農耕・畜産所得  

世帯員が農耕・畜荏事業によって得た収入から什入原価や必要経費を差し引いた金  

額をいう。  
エ 家内労働所得  

世帯員が′家庭内労働によ／〕て得た収入から必要経費を差し引いた金額をいう。   

（2）公的年金・恩給  

世帯員が年金・恩給の各制度から支給された年金額（二つ以上の制度から受給してい  

る場合は、その合計金額）をいう√ 

（ニう）財在所得  

世帯員の所ヰ‾する 卜地・家昆を貸すことによって生じた収入（現物給付を含む。）か  

ら必要経費を差しリlいた金種及び拍貯金、公社債、株式などによって生じた利子・配当  

金から必要経費を差し引いた金額（源泉分離課税分を含む。）をいう。   

（4）年金以外の社会保障給付金  

ア 雇用保険  

世帯員が受けた雇用保険法による失業給付及び船員保険法による失業保険金をい  

r  

イ その他の社会保障給付金  

世帯員が受けた上記（2）、（4）ア以外の社会保障給付金（牛括保護法による扶助、  

児童手、」など）をいう∩ ただL、現物給付は除くr、   

（5）仕送り・企業年金・個人年金・その他の所得  

ア 仕送り  

世帯員に定期的又は継続的に送られてくる什送りをいう。  

イ 企業年金・個人年金等  

世帯員が・定期間保険料（掛金）を納付（支払い）したことにより年金として支給  

された金額をいう。  

ウ その他グ〕所得  

上記（：1）～（4）、（5）ア、イ1ソ、外のもの（一時的仕送り、冠婚葬祭の祝い金・  

香典、各稚祝い金等）をいう。   

1：う 「生活意識」とは、世帯が調査時点での暮らしの状況を総合的にみてどう感じているかの   

意識を5区分 ■：「人変ごil＝しい」「やや苦しい」「普通」「ややゆとりがある」「大変ゆとりがあ   

る」）から運拭車1答したものである。   

14 「可処分所得」とは、所得から所得税、住民税、社会保険料及び固定資産税を差し引いた   

ものであり、「所得」はいわゆる税込みで、「可処分所得」は手取り収入に相当するし、  
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15 「入院者」とは、病院、診療所又は介護保険施設に入院又は入所している者をいう。   

16 「有訴者」とは、世帯員（入院者を除く。）のうち、病気やけが等で自覚症状のある者を   

いう。   

17 「通院者」とは、世帯員（入院者を除く。）のうち、病気やけがで病院や診療所、あんま  

・はり・きゆう・柔道整復師に通っている者をいう。   

18 「日常生活に影響のある者」とは、世帯員（入院者、6歳末満の者を除く。）のうち、健   

康上の問題で日常生活に影響のある者をいう。   

19 「要介護者」とは、介護保険法の要介護と認定された者（①要介護状態にある65歳以上   

の者、②要介護状態にある40歳以上65歳末満の者であって、その要介護状態の原閃となった   

心身の障害が特定疾病によるもの）をいう。   

20 「要支援者」とは、介護保険法の要支援と認定された者（①要介護状態となるおそれがあ   

る状態にある65歳以上の者、②要介護状態となるおそれがある状態にある40歳以」二65歳未満   

の者であって、その要介護状態となるおそれのある状態の原因となった心身の障害が特定疾   

病によるもの）をいう。   

21「要介護度」とは、「要介護認定等にかかる介護認定審査会による審査及び判定の基準等   

に関する省令（平成18年3月14日厚生労働省令第32旨）に定められている「要介護認定等基   

準時間」により分類されたものをいう。   

要介護認定等基準時間の分類   

・直接生活介助入浴、排せつ、食事等の介護   

・間接生活介助一洗濯、掃除等の家事援助等   

・問題行動関連介助排桐に対する探索、不潔な行為に対する後始末等  

・機能訓練関連行為一歩行訓練、日常生活訓練等の機能訓練   

・医療関連行為一輪液の管理、じょく瘡の処置等の診療の補助等   

（1）要支援1  

上記5分野の要介護認定等基準時間が25分以上32分未満である状態又はこれに相当す  

る状態   

（2）要支援2  
要支援状態の継続見込期間にわたり継続して常時介護を要する状態の軽減又は悪化の  

防止に特に資する支援を要すると見込まれ、上記5分野の要介護認定等基準時間が32分  

以上50分未満である状態又はこれに相当する状態   

（3）経過的要介護  

上記5分野の要介護認定等基準時間が25分以上32分未満である状態又はこれに相当す  

る状態  

（改正介護保険法施行日（平成18年4月1日）において、有効期間が満了すろ前の制度  

改正前の旧要支援者については、改正介護保険法附則第8条の規定により、施行日に  

要介護認定を受けたものとみなされるため、当該有効期間満了日までの間は「経過的  

要介護」に該当する。）   

（4）要介護1  

上記5分野の要介護認定等基準時間が32分以上50分未満である状態又はこれに相当す  

る状態   

（5）要介護2  
上記5分野の要介護認定等基準時間が50分以上70分未満である状態又はこれに相当す  

る状態  
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（6）要介護3  

L二記5ケ川中ハ要介．護認に等基準暗闇が70分以卜90分未満である状態又はこれに木目二三1す   

る状態  

（7）要介護4  

上記5分野ゾ）要介護認定等基準時間が90分以1二110分未満である状態又はこれに相当   

する状態  

（8）要介護5  
ヒ．記5分野び）要介護認定等基準時間が110分以卜である状態又はこれに相当する状態  

※ Ⅲの7「ニころげ）状態」は、アメリカのKビSSl（汀教授らが開発した指標（K6）の【1本   

語版（古川、川上、企）を使用した  
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